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平成３１年２月２２日 

裁判員等の選任手続について 

 

第１ 裁判員等の選任方法 

 １ 裁判員等選任手続期日までの流れ 

  ・前年秋頃   各市区町村で裁判員候補者の名簿を作成 

  ・前年１１月頃 裁判所から各候補者へ通知 

  ・前年１２月頃 候補者から調査票の返送（辞退の申し出①） 

            

  ・選任手続期日の約７週間前 事件ごとに，くじで候補者を選定 

 ・選任手続期日の約６週間前 候補者に選任手続期日などの通知 

  ・その後    候補者から質問票の返送（辞退の申し出②） 

          辞退の許可の判断 

           

 ２ 裁判員等選任手続当日の流れ（東京地裁の例） 

  ・事件概要の説明 

  ・裁判長による質問 

  ・当事者による不選任請求 

  ・辞退の許可の判断 

  ・くじによる選任（裁判員６名，補充裁判員若干名） 

  ・刑事裁判のルールなどの説明 

・裁判員・補充裁判員の宣誓 

 

第２ 裁判員になることができる人，できない人 

 １ 選任の資格者 

   衆議院議員の選挙権を有する２０歳以上の人 
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 ２ 欠格事由（概要） 

   ① 義務教育を終了していない人 

   ② 禁錮以上の刑に処せられた人 

   ③ 心身の故障のため裁判員の職務の遂行に著しい支障がある人 

 

 ３ 就職禁止事由（概要） 

   ① 国会議員，国務大臣 

   ② 一定の国の行政機関の職員 

   ③ 裁判官，検察官，弁護士及びそれらであった者 

   ④ 弁理士，司法書士，公証人 

   ⑤ 司法警察職員 

   ⑥ 裁判所，法務省の職員 

   ⑦ 国家公安委員会委員，都道府県公安委員会委員並びに警察職員 

   ⑧ 判事，判事補，検事又は弁護士となる資格を有する者 

   ⑨ 大学，大学院の法律学の教授又は准教授 

   ⑩ 司法修習生 

   ⑪ 都道府県知事又は市町村の長 

   ⑫ 自衛官 

   ⑬ 禁錮以上の刑に当たる罪で公訴提起され，その裁判係属中の者 

   ⑭ 逮捕又は勾留されている者 

 

第３ 辞退について 

 １ 辞退を申し出る時期と方法 

  ① 調査票に記載して送付 

  ② 事前の質問票に記載して送付 

  ③ 選任手続当日の申し出 
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 ２ 辞退事由（概要） 

   ① ７０歳以上の者 

   ② 地方議会の議員（会期中に限る） 

   ③ 学生又は生徒 

   ④ 過去５年以内に裁判員，補充裁判員を担当した者 

   ⑤ 過去３年以内に選任予定裁判員であった者 

   ⑥ 過去１年以内に裁判員候補者として出頭した者（辞退等を除く） 

   ⑦ 過去５年以内に検察審査員又は補充員であった者 

   ⑧イ 重い病気又はけがのため出頭困難 

    ロ 同居の親族の介護又は養育 

    ハ 重要な仕事に従事，自ら処理しないと著しい損害 

    ニ 父母の葬式など社会生活上の重要な用務 

    ホ 重大な災害により生活基盤に著しい被害，生活再建のための用務 

   ⑨ 政令が定める「やむを得ない事由」 

    ⅰ 妊娠中，出産後８週間以内 

    ⅱ 同居以外の親族，親族以外の同居人の介護，養育 

    ⅲ 通院，入院，退院の付添い 

ⅳ 妻子の出産に伴う入退院の付き添い，出産の立ち会い 

    ⅴ 住所又は居所が遠隔地のため出頭困難 

    ⅵ 自己または第３者に身体上，精神上又は経済上の重大な不利益 

 

第４ 現状と課題，裁判所の取り組み 

 １ 東京地裁の実施状況について 

    

 ２ 課題 

① 辞退率の上昇，出席率の低下 
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  ② その要因（仮説） 

   ⅰ 高齢化社会の進展 

   ⅱ 雇用情勢の変化 

   ⅲ 審理日数の長期化 

   ⅳ 国民の関心の低下 

  ③ 問題点の意味 

 

 ３ 東京地裁の取り組み  

  ① 広報活動 

   ・裁判官による出前講義 

   ・裁判の団体傍聴 

   ・マスコミによる報道 

   ・裁判員制度１０周年記念行事 

  ② 参加しやすい環境整備 

   ⅰ 裁判員候補者への働きかけ 

経験者の感想文の送付（添付資料１），保育施設等の案内（添付資料２） 

   ⅱ 職場への働きかけ 

     候補者が参加できるように協力を要請する文書の送付（添付資料３）      

                 以上 



　　　　　　　　　　　　　

　

資料１

　東京地方裁判所では，国民の皆様に安心して裁判員裁判に参加いただけるよう，万全を期し

ております。皆様の裁判員裁判への積極的なご参加をお待ちしております。

【実際に裁判員を経験された方の声をご紹介します！】

【裁判員を務めた方の多くがよい経験とおっしゃっています！】

特に感じることはなかった ０．４％ 

（裁判員として裁判に参加した感想） 

  

よい経験とは 

感じなかった ０．７％ 

不明 ０．６％ 

裁判員等経験者に対するアンケート 

調査結果報告書（平成28年度） 

（裁判員に選ばれる前の気持ち） 

あまりやりたくなかった  

   ３０．９％ 

 やってみたい 

 ２５．６％ 

 積極的に 

やってみたい 

 １１．１％ 特に考えて

いなかった 

  １５.７％ 

不明 ０.７％ 

選ばれる前に裁判員を（積極的に）
やってみたいと思っていた方は 

 ３６．７％ でしたが・・・ 

やりたくなかった  

   １６．０％ 経験した後は 

９６．７％ の方が 

（非常に）よい経験と感じておられます！ 

非常によい経験と感じた 

      ５９．９％ 

よい経験と感じた 

      ３６．８％ 

あまりよい経験とは 

感じなかった １．６％ 

知識のない自分がきちんと討論できるのか？自分ひとりだけ的外れな質疑応答になっていない

か？ということに不安があったが，たとえそうだとしても，ちゃんと意見のひとつとして取り上げて

もらえた。とても良い経験をさせていただき，ありがとうございました。          （40代，女性） 

他の裁判員の方々と連帯感のようなものが生まれ，短い期間だったがとても濃い時間を過ごすこ

とができました。裁判官は堅いイメージだったが，気さくでフレンドリーであり話しやすかった。 

（20代，女性） 

家族や職場の反応は予想以上。一生に一回やるか，やらないかの経験は，今後の人生の中で

も大きく役に立つと思っています。                               （30代，男性） 

裁判員になることに不安を感じている皆様へ 



（表） 

資料２ 

小さなお子さんがいらっしゃる候補者の方へ 
 
 
○ 裁判員裁判に参加することが難しい方は，辞退の申立てが可能です。 
 
  小さなお子さんがいらっしゃる方で，ほかに面倒を見てくれる人がいないなど，裁判員に選
ばれるとお子さんの養育に支障が生じる候補者の方は，辞退の申立てをすることができます。 

 
○ 参加を希望する方には，お住まいの区の区役所で，保育施設をご紹介しています。 
 

裁判員選任手続や裁判の間，子供を預けることができるのであれば裁判員選任手続及び裁
判に参加したいとお考えの方のために，区役所において，お子さんをお預かりすることができ
る施設をご紹介しています（現在，東京２３区以外にお住まいの方については，東京地方裁判
所所在区である千代田区の保育施設をご紹介することもできます。）。 

 
○  保育施設を予約する場合には，次の点にご留意ください。 
 
  １ 保育施設を利用する日数・時間について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ○  裁判員裁判は，「裁判員等選任手続期日のお知らせ」に記載している日時に選任手
続が行われます。裁判員や補充裁判員に選ばれた方は，「裁判員等選任手続期日のお
知らせ」に記載している，「公判などの手続が予定されている日」に裁判に参加して
いただくことになります。 

 ○ そこで，保育施設を利用する場合は，選任手続に要する時間の他，裁判員や補充裁
判員に選ばれた場合に備えて，「裁判員等選任手続期日のお知らせ」に記載している
「公判などの手続が予定されている日」の全日についても，保育施設の利用を予約し
ていただく必要があります。 

 ○  裁判員や補充裁判員に選ばれた場合に，裁判員等としてお仕事をしていただく時間
は，長くても午前９時ころから午後５時ころまでを予定していますので，これに，自
宅，保育施設と裁判所との間の往復に要する時間を考慮して，保育施設の利用を予約
していただく必要があります。 

 ○ ただし，裁判員や補充裁判員に選ばれなかった場合には，「公判などの手続が予定
されている日」の保育施設の利用申込みをキャンセルしていただくこととなります。
この場合，保育施設によってはキャンセル料が発生することがあります。 

  
  ２  保育施設の利用料について  
  ○  裁判員や裁判員候補者の方には，裁判所にお越しいただく日の日当が支払われます。

保育施設の利用料については，この日当の中から支払っていただくことになります。
キャンセル料が発生する場合も同様です。 

 ○  なお，保育施設の利用料の負担については，自治体によって取扱いが異なります。 

 
 
○  お問い合わせ先 
 

東京地方裁判所（０３－３５８１－２９１０）又はお住まいの自治体の区市町村役場まで
お問い合わせください（お問い合わせに当たっては，「裁判員等選任手続期日のお知らせ」が
届いた方であることをお伝えください。）。 

     



（裏） 

介護が必要なご家族等がいらっしゃる候補者の方へ 
 
○ 裁判員裁判に参加することが難しい方は，辞退の申立てが可能です。 
 
  介護が必要なご家族等がいて，ほかに面倒を見てくれる人がいないなど，裁判員に選ばれる
と介護に支障が生じる候補者の方は，辞退の申立てをすることができます。 

 
○ 参加を希望する方には，お住まいの区役所等で利用できる介護サービスを紹介しています｡ 
 

裁判員選任手続や裁判の間，介護サービスを利用することができるのであれば，裁判員選
任手続及び裁判に参加したいとお考えの方には，お住まいの自治体の区市町村役場において，
利用できる介護サービス（介護保険制度や障害者自立支援制度の下での介護サービス）をご紹
介しています。 

 
○ 介護サービスを予約する場合には，次の点にご留意ください。 
 
  １ 介護サービスを受けるために必要な手続について  
  ○  介護サービスを受けるためには，高齢者介護の場合は「要介護認定」，障害者介護

の場合は「支給決定」を受けた上で，介護サービス提供事業者との間で介護サービス
の利用申込みをする必要があります。要介護認定や支給決定の手続にはある程度時間
がかかりますので，要介護認定や支給決定を受けていない方で，介護サービスの利用
を希望する方は，この書面を受け取られてからできるだけ早く，お住まいの自治体の
区市町村役場に利用申込みについての相談をしてください。 

 
  ２ 介護サービスを利用する日数・時間について  
  ○  裁判員裁判は，「裁判員等選任手続期日のお知らせ」に記載している日時に選任手

続が行われます。裁判員や補充裁判員に選ばれた方は，「裁判員等選任手続期日のお
知らせ」に記載している，「公判などの手続が予定されている日」に裁判に参加して
いただくことになります。 

 ○ そこで，介護サービスを利用する場合は，選任手続に要する時間の他，裁判員や補
充裁判員に選ばれた場合に備えて，「裁判員等選任手続期日のお知らせ」に記載して
いる「公判などの手続が予定されている日」の全日についても，介護サービスの利用
を予約していただく必要があります。 

 ○ 裁判員や補充裁判員に選ばれた場合に，裁判員等としてお仕事をしていただく時間
は，長くても午前９時ころから午後５時ころまでを予定していますので，これに，自
宅・介護施設と裁判所との間の往復に要する時間を考慮して，介護サービスの利用を
予約していただく必要があります。 

 ○ ただし，裁判員や補充裁判員に選ばれなかった場合には，「公判などの手続が予定
されている日」の介護サービスの利用申込みをキャンセルしていただくこととなりま
す。この場合，キャンセル料等が発生することがあります。 

 
  ３ 介護サービスの利用料について  
  ○  介護サービスの利用料は，介護保険制度や障害者自立支援制度の枠組みで，被介護

者が一部負担することになります。キャンセル料が発生した場合も，被介護者が負担
することになります。 

 ○  介護サービスの利用料の負担については，自治体によって取扱いが異なります。 
 
○  お問い合わせ先 
 

東京地方裁判所裁判員係（０３－３５８１－２９１０）又はお住まいの自治体の区市町村
役場までお問い合わせください（お問い合わせに当たっては，「裁判員等選任手続期日のお知
らせ」が届いた方であることをお伝えください。）。 



                                

 

資料３ 

勤務先に提出するなどしてご活用ください 

  

  

 

 

 

東京地方裁判所 

 

このたび，皆様の職場にお勤めの方が，裁判員候補者に選ばれました。 

裁判員制度は，国民の皆様の積極的な協力なくしては成り立たない制度です。 

裁判員候補者の方が，裁判員裁判に参加できるよう，ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 裁判員候補者の方に裁判所へお越しいた

だく日程は，「裁判員等選任手続期日のお

知らせ」に記載されておりますので，ご確認く

ださい。 

☆ 裁判員候補者の方には，まず，選任手続期

日に出席していただきます。 

選任手続の結果，裁判員に選ばれた場合

は，裁判の全日程に出席していただくことに

 なります。

☆ 裁判員を務めるために必要な休暇を取

ることは，法律（労働基準法７条）で認め

られておりますので，裁判員候補者の方

が必要な休暇を取ることができるよう，ご

配慮をお願い申し上げます。 

☆ 裁判所へお越しいただいた裁判員候補

者の方には，日当と交通費をお支払いしま

す。また，裁判所へお越しいただいたこと

を証明する書類を発行し，裁判員候補者の

方にお渡しすることが可能です。 

 

☆ 裁判員候補者の方にお仕事があるという

だけの理由では，辞退は認められないことに

なっておりますので，できる限り，裁判員候

補者の方が参加できますよう，お仕事の予

定を調整するなどのご配慮をお願い申し上

げます。 

ただし，裁判員候補者の方に重要な仕事が

あり，その方ご自身で処理しなければ事業に

著しい損害が生じる場合は，辞退が認められ

ます（裁判員法１６条８号ハ）。 

裁判員候補者の雇用主・上司の皆様へ 

～裁判員制度へのご協力のお願い～ 

お仕事を理由とした辞退について 必要な休暇等について 

裁判所へお越しいただく日程について 

☆ 裁判員制度は，国民の皆様から選ばれた

６人の裁判員の方に，刑事裁判に参加して

いただき，３人の裁判官と一緒に被告人が

有罪か無罪か，有罪の場合どのような刑に

するのかを決めていただく制度です。 

☆ 裁判員制度は，平成２１年にスタートし

ました。平成２８年までに５万人以上の方

が裁判員に選ばれ，そのうち，８割近くの

方が会社員等のお仕事をされています。 

裁判員制度について 


